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◇これまでの PTA 組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇新 PTA 組織図（令和６年度は試行期間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可能な人が 

可能な時に 

可能な方法で 

可能な人が 

可能な時に 

可能な方法で 

執行部という堅苦しい名前 

をやめ、PTA を運営します 

専門部の壁をなくし 

可能な活動のサポート 

をします。 
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第１条

第２条

第３条

（１） 本会は教育を本旨とする自主独立の任意団体であり、他の支配干渉を一切受けない。

（２） 本会は第２章の目的を達成するために活動するが、学校管理・教職人事の干渉はしない。※２

（３） 本会は第２章以外の活動をしたり、教育を本旨としない活動を目的とする団体との関係を持たない。※２

第４条

（１） 教育上必要な諸行事の企画・諸会合の開催・研究調査・保健衛生　※２

（２） 学校教育上必要な施設・設備・研究の助成　※２

（３） 家庭教育上・社会教育の研究指導

（４） 児童・教職員・父母の慶弔　※２

（５） 広報並びに機関紙の編集発行

（６） その他本会の目的達成のために必要な事項

第５条

第６条

（１） 会長１名

（２） 副会長(１名は教頭)・会計・書記・会計監査は数名　※２

（３） 専門部部長１名･副部長２～４名(１名は教職員)･部員(別途定めた各部の人数)

･特別支援(まめの木)学級長 ※２※４

（４） 子ども会第一支部長　※３

（５） 顧問若干名（１名は学校長）

（６） 学校教職員は本会の教職員役員とする。

第７条

（１） 会長・副会長・書記・会計は会員の中から選考委員会で選出し、理事会で諮り推薦し、総会において承認する。※２

（２） 会計監査は役員以外の中から選考委員会で選出し、理事会で諮り推薦し、総会において承認する。※２

（３） 専門部の部員は、2年生から6年生の児童が在籍している会員の中から立候補により選出する。

※２ ※３ ※４ ※６

（４） 専門部の部長１名、副部長２名(１名は教職員)は部員の互選により決定する。

（５） 顧問は会長が依嘱する。

（６） 理事は会長･副会長･書記･会計･専門部正副部長･子ども会第一支部長･戸一っ子サポーター代表とする。※２ ※３ ※４ ※６

第８条

（１） 会長は本会を代表し会務を統轄する。

（２） 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは代理する。

（３） 書記・会計は会則の目的に沿い必要な業務を行う。※２

（４） 理事は理事会において各種事業を企画立案するとともに業務を分掌する。

（５） 専門部副部長は部長を補佐し、部長に事故あるときは代理する。※２

（６） 子ども会第一支部長は支部の企画運営にあたる。※３

（７） 教職員幹事は本会各部に所属し、各部の企画にあたると共に学級及び学年活動にあたる。

（８） 会計監査は本会の会計事務を監査する。

（９） 顧問は必要に応じて会務について助言を行う。

第９条

本会役員・理事の選出方法は次の通りとする。※２

本会理事の任務は次の通りとする。

役員の任期は１年とし再任を妨げない。補欠役員の任期は前任者の残任期間とする。

第４章　事業
本会は第２章の目的を達成するために次の事業を行なう。※２

第５章　会員
本会の会員資格を有するのは児童の父母・保護者と本校職員とする。

第６章　役員・理事
本会に次の役員をおく。

第１章 名称と事務所
本会は戸田市立戸田第一小学校ＰＴＡと称し、事務所を学校内に置く。

第２章　目的
本会は民主教育の推進母体となり、学校教育の充実振興につとめ、会員相互の親善と修養を図る事を目的とする。

第３章　性格と方針
本会は次のような性格と方針に基づいて活動する。
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第１０条

第１１条

第１２条

第１３条

第１４条

（１） 役員より提出された原案の審議決定

（２） 総会提出議案の審議

（３） その他の必要事項

第１５条

（１） 予算審議決算及び事業の立案を審議

（２） 新旧理事により総会提出議案を審議

（３） 緊急事項の処理

（４） その他の必要事項

第１６条

（１） 総務部、文化部、補導部、広報部、厚生体育部、学級部。 ※４

（２） 各部は第４章の目的に沿い、必要な事業等を行う。※２

第１７条

第１８条

第１９条

第２０条

第２１条

第２２条

附則
１．

２．

３．

４．

５．

（イ） ５，０００円以上の場合は理由書を付し会長の承認を得、理事会に報告する。

（ロ） ５，０００円未満の場合は会計の責任において支出する。

６．

７．

８．

※１

※２

※３

※４

※５

※６

平成２５年度に於いて、全ての章・条・項の通し番号、段落等の見直し・改善を実施する。

平成２５年度に、一部会則の改訂・改善を実施する。

平成２７年度に、一部会則の改訂・改善を実施する。

平成２８年度に、一部会則の改訂・改善を実施する。

令和元年度に、一部会則の改訂・改善を実施する。

令和３年度に、一部会則の改訂・改善を実施する。

本会の経費の支出の承認については次の通りとする。

会員の慶弔については、お祝い・お見舞金を出す。但し、その範囲及び金額については別に定める。

本会則は昭和４３年４月１日より施行する。

本会の正・副会長は戸田市ＰＴＡ連合会の理事となり、本会の会計・書記・専門部部長・副部長は

戸田市ＰＴＡ連合会の会員となる。

本会の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

本会則の施工に必要な準則は別にこれを定める。

新執行部の選考委員会は、現会長・副会長（教頭）・専門部部長で構成し、委員長・副委員長は

選考委員の中から選出することとする。但し、現会長・副会長（教頭）は除く。※２※３※４

副会長・会計・書記・会計監査を選考する場合は、附則２に準じ新会長予定者も選考委員会に入ることができる。※４

役員選出は、配布される「ＰＴＡ役員選出について」に準ずる。

本会の経費は会費、寄付金及び事業収益金を以ってこれにあてる。

本会の会費は会員世帯単位とし月額２００円とする。会費は年額２，４００円を１回で６月末日までに納入の

こと。しかし特例に於いて会費の負担を免除する場合がある。※２

本会の経費支出の承認についてはこれを附則に決める。

決算は毎年度末とし会計監査は学期毎にこれを行なう。

但し、決定事項に関しては会長がこれを執行し各自に委任する。

専門部会として次の６部をおく。

学校長は前条の規定に関わらず随時、上記の会議に出席して意見を述べることが出来る。

第８章　会計

総会は本会最高の決議機関である。※２

総会は毎年１回開き、予算、決算、会則の改善・施行・廃止、事業計画等について、審議・承認を諮り、議決権の過半数

を以って決議する。※２

総会は必要に応じて臨時に開くことができる。

新旧理事会は新旧理事で構成し、総会に次ぐ決議機関であって必要に応じて次の事業を行う。

理事会は役員会の決定事項、業務を企画立案すると共に次の事業を行う。

第７章　会議
会議は総会・新旧理事会・役員会・理事会・専門部会とし各長が招集する。※２ ※４
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１．

（イ） 理事に対し、毎年度その協力に感謝状をおくる（昭和４４年度理事より適用）。

（ロ） 会長、副会長、学校長の転退職に際しては、感謝状・記念品をおくる。

２．

（イ） 児童の父母・児童・教職員死亡の場合は５，０００円をおくる(教師は一親等とする）。

（ロ） 教職員の転出・退職に対しては、勤続年数に関わらず餞別を一律おくる。※１

但し、校長・教頭については、その額を別に考慮する。

（ハ） 教職員結婚の場合は５，０００円をおくる（昭和５４年３月１６日より実施）。

（ニ） 本会及び学校に特に深い関係のあった者の弔事には花環をおくる。

（ホ） 児童・教職員及び会員のＰＴＡ活動中の事故による入院が２週間以上に亘る時は

見舞金５，０００円をおくる。

（ヘ） 会員・教職員に火災等災害があった時は見舞金をおくる。

附記
※１

表彰・慶弔規定
表彰規定

慶弔規定

令和元年度に、一部会則の改訂を実施する。

この規定は、昭和４５年度より実施する。
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戸田市公立学校ＰＴＡ連合会  

 

家庭教育宣言 
 

現代の子供たちを取り巻く環境は、様々な情報伝達ツールの発達により、必要性

の是非に関わらず、流れ込む情報に翻弄されている状況です。  

このような環境の中で、自立した人間形成、社会で生きていくコミュニケーショ

ン力、健全な心身をはぐくむ為の生存力を身に付ける為には、もう一度、これまで

の家庭、学校、地域社会での教育のあり方を振り返り、協働して子供たちを育てる

ことが重要です。その中でも家庭での教育、習慣は最も重要であると考えます。  

戸田市公立学校ＰＴＡ連合会では、子供たちへの家庭での教育、習慣を身に付け

る為の基本的な指針を定め、家庭の中で実践することが大切だと考え、ここに「家

庭教育宣言」をします。  

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～  

１ 子供の自主性を尊重して、自立した人間性を育みます  

 ○すすんで挨拶・返事をさせます 

２ 他者への思いやりや優しさを大切にして、健全な心を育みます 

 ○いじめを絶対にさせない、見逃さないようにさせます 

３ 社会の一員であることを自覚し、ルールを守る心を育みます  

 ○すすんで家の手伝い、地域活動への参加をさせます 

４ 規律のある生活習慣・食生活で、健全な体を育みます  

 ○早寝、早起き、朝食を習慣化させます 

５ 毎日の基本的な学習習慣で、逞
たくま

しく生きるための知を育みます

 ○ 家庭学習を習慣化させます 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

平成28年6月

戸田市公立学校ＰＴＡ連合会


